
ぶ
。
そ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え
る
と
１２
億

円
は
大
変
高
額
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
予

算
に
は
賛
成
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
投
資
を
一
部
地
域
の
利
益
と
せ

ず
に
、
町
全
体
に
お
よ
ぶ
利
益
に
繋
げ
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
実
現
に
は
ま
ち
づ
く

り
機
構
の
役
割
が
大
き
い
。

病
院
事
業
会
計

反
対
討
論
主
旨

�

水
谷
幸
乃

　
医
療
機
器
の
入
れ
替
え
に
約
7
千
万
円

の
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
病
院
へ
の
一

般
会
計
繰
入
金
も
増
額
に
な
っ
て
い
る
中
、

行
政
側
は
維
持
管
理
費
を
含
め
た
財
政
負

担
を
検
討
し
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。
安
心

安
全
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
前

提
で
は
あ
る
が
、
今
後
行
政
側
は
投
資
す

る
医
療
機
器
が
適
材
適
所
と
な
っ
て
い
る

の
か
、
費
用
対
効
果
、
中
長
期
的
な
コ
ス

ト
管
理
を
考
え
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
、

本
予
算
に
反
対
す
る
。

湯
沢
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

反
対
討
論
主
旨

�

岸
野
雅
人

　
報
酬
引
き
上
げ
の
審
査
会
答
申
は
誠
に

有
難
く
思
う
が
、
健
全
財
政
か
ら
の
後
退

と
各
種
公
共
料
金
値
上
げ
、
さ
ら
に
法
定

が
懸
念
。
十
分
な
説
明
と
対
応
が
必
要
。

賛
成
討
論
主
旨�

飯
田
正
義

　
子
育
て
や
教
育
等
の
生
活
直
結
予
算
を

評
価
す
る
と
と
も
に
、
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
存
続
の
た
め
の
基
金
創
設
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
貢
献
へ
の
感
謝
や
観
光
価

値
の
維
持
、
財
政
の
透
明
性
確
保
の
観
点

か
ら
賛
成
。
観
光
推
進
を
民
間
主
導
で
進

め
、
行
政
に
頼
ら
な
い
持
続
可
能
な
観
光

地
経
営
の
発
展
を
図
る
べ
き
。

賛
成
討
論
主
旨

�

岸
野
雅
人

　
長
い
目
で
見
れ
ば
、
町
長
の
今
任
期
中

は
〝
刹
那
的
で
使
い
過
ぎ
〟。
そ
の
意
味

で
令
和
７
年
度
当
初
予
算
同
様
に
基
本
的

に
は
反
対
で
す
。
し
か
し
以
前
か
ら
提
案

し
て
い
た
、
出
産
関
係
の
助
成
が
含
ま
れ

る
こ
と
、
す
で
に
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
湯
沢

高
原
の
譲
渡
交
渉
を
考
慮
し
、「
反
対
も

な
ら
ん
」
と
の
判
断
か
ら
賛
成
を
す
る
次

第
で
す
。

賛
成
討
論
主
旨

�

富
沢
雅
文

　
湯
沢
高
原
に
つ
い
て
は
湯
沢
観
光
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
反
面
、
そ
の
捉
え

方
に
つ
い
て
は
各
地
域
に
お
い
て
温
度
差

が
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
湯
沢
高
原
が
休

止
し
た
場
合
、
そ
の
影
響
は
町
全
体
に
及

外
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入
、
こ
れ

ら
の
前
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
者
が
自
ら
の

報
酬
を
真
っ
先
に
上
げ
る
べ
き
と
は
私
は

考
え
な
い
。
も
し
引
き
上
げ
る
の
で
あ
れ

ば
、
町
民
負
担
増
加
の
後
の
皆
様
ご
理
解

の
う
え
で
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
主
旨�

南
雲
あ
や
子

　
本
議
案
は
、
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
き
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

議
員
の
報
酬
は
長
年
据
え
置
か
れ
、
現
行

水
準
で
は
生
活
と
議
員
活
動
の
両
立
が
難

し
く
、
担
い
手
不
足
の
一
因
と
考
え
ら
れ

る
。
人
口
約
８
千
人
の
町
に
お
い
て
多
様

な
人
材
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
予
算
規
模

や
責
任
の
重
さ
か
ら
も
適
正
な
報
酬
確
保

は
必
要
。
妥
当
な
見
直
し
と
し
て
賛
成
。

湯
沢
町
常
勤
特
別
職
の
職
員
に
対
す
る

給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
討
論
主
旨�

南
雲
あ
や
子

　
本
議
案
は
、
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
き
常
勤
特
別
職
の
給
与
を
引
き
上
げ

る
も
の
。
人
口
約
８
千
人
の
町
に
お
い
て

約
９２
億
円
の
財
政
運
営
を
担
う
に
は
、
広

範
で
高
度
な
責
任
と
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

安
定
し
た
町
政
運
営
と
人
材
確
保
の
観
点

か
ら
も
意
義
が
あ
り
、
本
議
案
に
賛
成
。

賛
成
討
論
主
旨�

飯
田
正
義

　
常
勤
特
別
職
だ
け
で
な
く
議
員
の
報
酬

引
き
上
げ
に
対
し
、
増
額
を
さ
ら
な
る
成

果
を
出
す
べ
き
重
い
責
任
と
自
分
へ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
意
欲
を
持
っ
て
職
務
へ
の
邁
進

と
覚
悟
を
込
め
て
賛
成
す
る
。

湯
沢
町
地
下
水
採
取
の
規
制
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
討
論
主
旨

�

富
沢
雅
文

　
こ
の
度
の
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

土
地
に
お
い
て
３
本
ま
で
の
掘
削
を
認
め

る
改
正
に
つ
い
て
は
賛
成
。
し
か
し
今
後

さ
ら
に
地
下
水
の
保
全
と
、
よ
り
効
率
的

な
活
用
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
融
雪
面
積

に
応
じ
て
許
可
水
量
を
設
け
る
方
式
を
導

入
し
つ
つ
、
井
戸
の
ケ
ー
シ
ン
グ
口
径
と

揚
水
機
の
吐
出
口
径
の
拡
大
と
併
せ
て
、

三
俣
、
三
国
地
区
な
ど
降
雪
量
が
多
く
、

気
温
が
低
い
条
件
不
利
地
域
に
つ
い
て
配

慮
し
た
改
正
を
望
む
。
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